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■ 地域の沿革と概要 

白川町は、岐阜県の東部に位置する「山間

農業地域」であり、総面積の88％を山林が占

めている。また、65歳以上の人口割合が43％

と、高齢化が進んでいる。 

 町の主要産業は、農業と林業で、農業につい

ては、高級茶である「白川茶」に加え、近年、

寒暖差が大きい山間地域の特徴を生かし、夏秋

トマトの生産に取り組んでいる。林業について

は、優良材「東濃桧」が特産品となっている。 

 

■ むらづくりの概要 

１．地区の特色 

農業についてみると、町内の農地面

積は 731ha（町面積の 3.1％）で、うち田

が 463ha、畑が 50ha、樹園地が 218ha で

ある。 

田については、76％で農地整備が完了

し、営農組合も設立されるなど、大型機

械による農業生産の合理化も漸次進ん

でいる。 

 

２．むらづくりの基本的特徴 

（１）むらづくりの動機、背景 

  平成 10 年に 10 名の農業者が、有

機農業の生産技術の研さんを目的

に、任意団体「ゆうきハートネッ

ト」を立ち上げ、稲作を主体に有機農

業に取り組み始めた。 

第１表 地区の概要  

 

第１図 位置図  

事　　項

地区の規模

地区の性格

農　家　率 38.4%

（内訳）

　総世帯数 3,002戸

　総農家数 1,153戸

専兼別農家数

（内訳） 　専業農家 115戸

　１種兼業農家 32戸

　２種兼業農家 328戸

農用地の状況 　総土地面積 23,790ha

（内訳） 　耕地面積 723ha

　　 田 454ha

　　 畑 269ha

　耕地率 3.0%

　農家一戸当たり耕地面積

0.6ha

内　　　容

新市町村

機能的な集団等

1



平成 18 年に「有機農業の推進に関す

る法律」が施行され、有機農業への関心

が高まる中、平成 21 年ゆうきハートネ

ットと白川町が中心となって、「白川町

有機の里づくり協議会」を立ち上げ、同

年、国の「地域有機農業推進事業（モデ

ルタウン事業）」に採択されたことに 

より、町を挙げて環境への負荷をでき

るだけ低減した農業を推進することと

なった。 

平成 23 年に法人化し、有機農業研修施設「くわ山結びの家」を設置する

など、新規就農者の育成や移住者の受入を通じて地域振興を図る体制を整

備した。 

また、平成 30 年４月に町が整備した農業研修交流施設「黒川 Maruke」

では、３名の研修生を受け入れるとともに、地域の情報交流の場として活

動を拡充している。 

 

（２）むらづくりの推進体制 

ア ゆうきハートネットの組織体制 

ゆうきハートネットの会員は、平成 30 年５月現在、44 名（うち白川

町在住者 35 名）であり、理事長を含めた６名の理事と２名の監事の下

で運営されている。 

理事６名は、民生委員、農業委員等の役員も兼ねている場合が多く、

ゆうきハートネットの活動はこれらの者を通じ、会員以外の地域住民

にも情報提供等が行われている。 

 

イ ゆうきハートネットと連携してむらづくりを行う行政機関及び団体 

との関係 

ゆうきハートネットは、「生産技術、経営面での技術向上のための事

業」、「消費者との交流などで農業への理解を深めるための事業」、「新

規就農者の参入促進と町内定住を支援する事業」、「有機農産物の販売 

促進事業」の４つの事業を行っており、各事業では関係団体と連携し取

り組んでいる。 

具体的な連携は以下のとおりである。 

写真１ 農業研修交流施設 

 「黒川 Maruke」  

2



  

 

① 行政機関（県、町）・ＪＡとの連携  

ａ岐阜県 

ゆうきハートネットの会員３名が、岐阜県の「あすなろ農業塾」制

度に塾長として登録され、就農希望者の研修を積極的に受け入れてい

る。 

※あすなろ農業塾 

就農希望者が農業経営に必要な技術・知識及び経営管理等について円滑に学

ぶことができるよう、県に登録された指導者（あすなろ農業塾長）の下で研修を

受けられる、岐阜県独自の制度 

 

ｂ白川町・ＪＡ 

町は、ゆうきハートネットが行う研修会等の活動補助のほか、ゆう

きハートネット及び「白川町有機の里づくり協議会」が実施する国の

事業の窓口としても支援を行っている。 

町が就農者の研修や地区での話し合い、都市農村交流等の施設とし

て整備した農業研修交流施設「黒川 Maruke」を、ゆうきハートネッ

トと連携して運営しており、研修生の宿泊施設としても活用されてい

る。 

取組み活動への助成

黒川Ｍａｒｕｋｅの運営  
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第２図 むらづくり推進体制図 
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また、「移住・交流サポートセンター」を設置し、移住者に対して、

住宅の新築、中古住宅の購入・リフォームに対する補助、農地付空き

家の農地の取得の下限面積を１a に設定するなどの措置も行ってい

る。ゆうきハートネットはこのような町の施策とも連携して移住支援

を行っている。                             

ＪＡは、「白川町有機の里づくり協議会」の一員として参画し、ゆ

うきハートネット及び白川町と連携している。 

 

② 生産組織との連携 

郷蔵米生産組合は、平成元年から、名古屋市内の消費者グループと

提携して有機農業での水稲栽培を行っている組織であり、新規就農者

の販路確保の役割も果たしている。 

また、消費者との交流イベントを開催するほか、新たに、消費者に

出資を募り、作業に参加するとともに、収穫した玄米を受け取る田ん

ぼオーナー制度の取組を始めている。 

 

③ 消費者との連携 

ａ「オーガニックファーマーズ名古屋」との連携 

オーガニックファーマーズ名

古屋は、毎週土曜日午前中に名古

屋市中心部のオアシス２１で、有

機農産物を販売する「オーガニッ

クファーマーズ朝市村」を開催し

ており、ゆうきハートネット会員

12 名が朝市村に出店している。 

また、オーガニックファーマー

ズ朝市村では、有機農業を始めた

い人からの相談窓口を開設している。ゆうきハートネットはこの窓口

と連携して就農・移住希望者を受け入れている。 

 

ｂ「流域自給をつくる大豆畑トラスト」との連携 

流域自給をつくる大豆畑トラストは、消費者に５坪単位で畑への出

資を募り、生産者（ゆうきハートネットの会員）と共有して大豆を販

売している。郷蔵米生産組合と同様、新規就農者の販路の１つとなっ

ている。 

また、夏祭りを開催するなど、消費者との交流にも取り組んでいる。 

 

ｃ「はさ掛けトラスト」との連携 

はさ掛けトラストは、消費者にはさ掛け米を 20kg 単位で出資を募

り、田植えや草取り、稲刈り・はさ掛けなどの作業を消費者会員の参

写真２ オーガニックファーマーズ朝市村 
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加イベントとして実施している。 

はさ掛けトラストで作られた

わらは、「ストローベイルハウ

ス」（わらのブロックを積み上

げ、その表面に土を塗り重ねて

作られる家）の建築に使用され

ている。 

 

■ むらづくりの特色と優秀性 

１．むらづくりの性格 

近年、豊かな自然の中で、地域の人たちとぬくもりある交流をしながら自

分のライフスタイルの実現を目指す、いわゆる「田園回帰」を志向する若者

が増加している。 

ゆうきハートネットの活動は、若者たちのニーズに応え、彼らの希望する

ライフスタイルを実現させるためのサポートを行うことで若者の新規就農、

定住を促し、高齢化や農業の担い手不足の解消、地域の活性化に大きく寄与

している。 

ゆうきハートネットによる取組は、①新規就農、移住に向けた幅広な相談

窓口、②充実した農業研修制度、③住宅をはじめとした生活環境整備への支

援、④就農後の生活面でのサポートの４点である。 

 

２．農業生産面における特徴 

（１）有機農業及び有機農産物の生産販売の取組 

ア 会員における取組事例 

 会員の中には、もみがらと落ち葉でたい肥を生産販売するとともに、 

有機培養土づくりに取り組んでいる者もいる。さらには、後継者のい 

ない棚田を借り受けて有機農業を行っている者もおり、地域景観の維 

持や農地の荒廃防止に寄与している。 

 

   イ 有機農産物の生産販売の取組 

有機農産物を生産・販売する場合、販売

先の確保が課題となるが、ゆうきハートネ

ットでは、郷蔵米生産組合や大豆畑トラス

ト等と連携して、米や大豆を消費者へ直接

契約販売しているほか、オーガニックファ

ーマーズ朝市村での販売等を通じて、会員

の経営安定につなげている。     

このような手段を活用して経営を安定さ

せた若手の会員の中には、インターネット

を通じた野菜セットの宅配事業を行っている者もいる。 

写真３ はさ掛けトラストのイベント 

写真４ 新たな提携先で販売 

 されるトマト 
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さらに、平成 29 年度からは、有機農産物を取り扱うスーパーとの提 

携を開始するなど、新たな販路の拡大にも力を入れ会員の所得向上と経

営安定化に取り組んでいる。 

 

（２）技術向上、水稲における有機農業及び環境保全型農業の取組 

ア 技術向上の取組 

    ゆうきハートネットは、農学者や有機農業等の実践者を招いた講演

会・研修会の開催や、先進地の視察を行うほか、共同作業等の取組によ

り、会員の技術向上のみならず、新規就農者の技術取得にも寄与してい

る。 

 

イ 水稲における有機農業の取組 

全国的にみると、有機農業の取組面積は耕地面積の１％に満たない

が、白川町の水稲における有機栽培の面積は 5.3％と、有機農業の面積

割合が高い。 

 

ウ 環境保全型農業の取組 

ゆうきハートネットでは、環境保全型農業にも積極的に取り組んでお

り、平成 29 年度には会員 17 名（約 10ha）が「環境保全型農業直接支

払交付金」を活用している。 

 

（３）就農・移住者の受入、就農希望者への研修、女性の活躍等 

ア 就農・移住者の受入 

ゆうきハートネットは、有機農業を目

指す若者と地域を結ぶコーディネーター

役となり、法人化した平成 23 年からの７

年間で、18 戸 50 名の就農（移住）者を受

け入れ、今日まですべての移住者が地域に

定着して農業に従事している。 

その結果、ゆうきハートネットの会員数   

は平成 20 年からの 10 年間で４倍に増加し 

た。移住者は会員の４割を占め、移住者の 

７割が 30 代と若い世帯である。 

有機農業での就農を希望する人にとっ

て、対応できる相談窓口や就農時の支援体

制の整ったところが少ない中、当町ではゆ

うきハートネットにより、有機農業での就

農希望者を受け入れる体制が整えられて

いる。 

また、オーガニックファーマーズ朝市村 

第３図 年次別移住世帯数  

第４図 会員数の増加 
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での就農相談のほか、県の就農相談会等にも参加し、就農希望者の相談

に応えている。 

 

イ 就農希望者への研修 

 「あすなろ農業塾」での就農希望者を積極的に受け入れており、平成

23 年からの７年間で 10 名が研修に参加している。 

また、研修生は有機農業研修施設「くわ山結びの家」を拠点として、

ゆうきハートネット会員を講師とし、就農に必要な技術を学ぶことがで

きる。「くわ山結びの家」では、平成 23 年からの７年間で 20 名の研修

生を受け入れている。  

 

ウ 女性の活躍 

はさ掛け米を消費者に届ける（「はさ掛けトラスト」）取組みは、移

住した女性によって発案され、田植、稲刈体験イベントも夫婦で協力し

ながら実施している。また、夫婦で新規就農し原木シイタケを栽培する

他、有機栽培で米、野菜づくりに取り組む女性や、公民館や自宅で料理

教室を開き、農家レストランとして料理の提供も始めた女性など、多く

の女性が、有機農業の発展、都市住民との交流、地域の活性化に寄与し

ている。 

 

３．生活・環境整備面における特徴 

（１）就農希望者への生活サポートの取り組み 

ゆうきハートネットは、就農希望者の就農・移住全般についてサポート

しており、ゆうきハートネットで把握している農地や住居の情報をＩター

ン就農希望者へ提供するとともに、賃貸交渉や隣家へのあいさつなども会

員が一緒に行っている。  

また、就農直後の収入が少ない時期の現金収入確保のために、アルバイ

トを紹介するなど、きめ細やかな支援を行っている。  

 

（２）都市住民との交流活動 

郷蔵米生産組合や大豆畑トラスト、はさ掛

けトラストなどと連携し、田植えや稲刈りな

どの消費者交流イベントを開催している。 

また、米作り作業体験プログラムや、参加

者が野菜を栽培・収穫し、調理して食べる食

育プロジェクトを行っている会員や、手押し

機械と手作業による棚田の農作業体験イベン

トを行っている会員もおり、活発な都市農村

交流が行われている。 

なお、平成 29 年度から有機農産物を取り

写真５ 農業体験ツアーでの 

キノコの菌打ち体験 
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扱うスーパーと連携して子どもたちの農業体験を実施し、食農教育にも

貢献している。 

 

（３）Ｉターン者の地域への貢献 

ゆうきハートネットは、就農・移住希

望者に対する支援体制を構築している

ため、若手移住者はスムーズに地域に溶

け込むことができ、全ての移住世帯が消

防団に加入し、地域の伝統文化である地

歌舞伎にも参加するなど、地域活動にも

積極的に取り組んでいる。 

移住者は家族を伴って移住すること

が多く、白川町にやってきた移住者夫婦

は、自分らしい農業や生活の実現を目指して活動し、地域の中で欠くこと

のできない存在となっている。 

また、移住者の家族ではこれまでに 14 名が白川町で出生している。若 

い移住者家族が地域に入り、子供のいなかった集落で子どもが生まれ、集 

落全体で子どもを見守り育てる機運が高まり、集落の人たちが交流する 

ことで地域の活性化につながっている。 

写真６ 地歌舞伎（東座）での

公演 
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